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町⺠とともに
推進するまちづくり

　第１回定例会は、令和６年３月８日に開会し、３月18日に閉会しました。

　町から、新年度当初予算、令和５年度補正予算、条例改正、指定管理者の指定、人

事案件が提案され、全ての議案を可決しました。

　なお、新年度当初予算、当初予算関連議案（条例改正１件、指定管理者の指定８

件）は、予算特別委員会を設置し、これに付託して審査を行い、最終日の本会議にお

いて、付託した全ての議案を可決しました。

　また、議会提出議案として、陳情１件、意見書２件を提出し、陳情は不採択、意見

書は全て可決しました。

　一般質問では、３人の議員が登壇し、町長に考えを問いただしました。

定例会のあらまし
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新年度のまちの予算

町⺠とともに町⺠とともに
推進するまちづくり推進するまちづくり
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３月８日～18日３月８日～18日

第　回定例会第　回定例会
令和６年令和６年

１１

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
と
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
各
特
別

会
計
予
算
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
「
令
和
６
年
度
各
会
計
予
算
特
別
委
員
会
」
に
お
け
る
集
中
審
議
の
の
ち
、
本
会

議
に
お
い
て
、
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
す
べ
て
の
会
計
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

諸支出金等　264万2000円

町の貯金（基金）に
積み立てるお金など

返済金（公債費）返済金（公債費）
4億5186万5000円

町の借金（町債）の返済
に充てるお金

議会費　5984万4000円議会費　5984万4000円

議会運営に要するお金

庁舎管理や地域振興などに要するお金
総務費　8億341万1000円総務費　8億341万1000円

民生費民生費
9億2749万6000円

高齢者・障がい者福祉や保育所、
児童手当などに要するお金

衛生費衛生費
7億2827万5000円

予防接種、健診、ごみ処理
などに要するお金

農林水産業費　2億2947万5000円費費

農業振興や有害鳥獣駆除、フルーツ
パークの管理などに要するお金

一般会計一般会計
支出支出
（歳出）（歳出）

ふるさと納税などで得ることが見込まれるお金
寄附金　4億2001万円寄附金　4億2001万円

町民センターなどの施設使用料や各種
証明発行手数料などにより得ることが
見込まれるお金

使用料及び手数料使用料及び手数料　
6722万8000円6722万8000円

貯金（基金）を切り崩したお金
繰入金繰入金　4億3777万1000円　4億3777万1000円

奨学金返還金や土地
貸付などの収入によ
り得ることが見込ま
れるお金

諸収入等諸収入等
1億2548万6000円1億2548万6000円

国などから借り入れるお金

借入金（町債）借入金（町債）
7億6360万円7億6360万円

国・道支出金国・道支出金
7億6331万9000円
国からの補助金など使い道
が特定されているお金

自治体間の格差を無くすため、国
から町に交付されるお金

地方交付税地方交付税
19億9500万円19億9500万円

住民税、軽自動車税
など町民の皆さんか
ら納められるお金

町税　3億4169万1000円町税　3億4169万1000円

依

財

存

源

自

一般会計一般会計
収入収入
（歳入）（歳入）

一般会計一般会計（歳入・歳出）（歳入・歳出）

5050  億億54645464万万90009000  円円【前年度対比6.7％減】

　まちの未来を見据えて

 子ども・子育て世代への代への

主

財

源

その他の交付金等　1億4054万4000円

消費税など税収の一部を国から町に交付されるお金

消防の運営や防災無線の管理
などに要するお金

消防費
2億788万3000円2億788万3000円

学校の運営や、教材購入、町民セ
ンタ－の管理などに要するお金

教育費教育費
6億6044万9000円6億6044万9000円

支援増へ支援増へ

土木費土木費
6億8021万1000円

道路整備や除雪などに要するお金

商工費　3億309万8000円

商工会・観光協会への補助金や各種
イベント開催などに要するお金



簡易水道事業費用 44億億12501250万万10001000 円円
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佐藤  聖一郎  町長

　

佐
藤
町
長
は
、
令
和
６
年
度
町
政

執
行
方
針
に
お
い
て
、
「
厚
生
労
働

省
の
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
が
昨
年
12
月
に
公
表
し
た
将
来

推
計
人
口
に
よ
る
と
、
北
海
道
内
の

少
子
化
が
全
国
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で

進
む
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
は
、
少
子
化
対
策
に
一
定
の

成
果
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
町
が
持

続
し
て
い
く
た
め
に
は
出
生
率
を
維

持
し
、
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
度
に

お
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
世
代

へ
の
支
援
を
最
重
要
課
題
と
位
置
付

け
、
国
が
進
め
る
子
ど
も
・
子
育

て
政
策
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

本
町
独
自
の
支
援
を
拡
充
い
た
し
ま

す
。

　

『
す
べ
て
は
未
来
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
』
の
想
い
を
踏
ま
え
て
、

子
ど
も
・
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
に

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

自信をもって町づくりを進める  自信をもって町づくりを進める

ペペペペページジジジはは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次 ージージジジジははははは 今今今今今今今年年年年年年年ののしししししししごごごごごごととととととと今今今今今今今今年年年年年年年年のののののしししししししごごごごごごごごととととととと ピピピピピピピッッッッッッククククククククアアアアアアアッッッッッッッププププププププピピピピピピピピッッッッッッククククククククアアアアアアアアッッッッッッップププププププププ

さとう　せいいちろう

国民健康保険事業国民健康保険事業  22億億 722722万万10001000 円円【前年度対比 2.5％増】

【今年度から企業会計に移行】

【前年度対比 3.2％増】後期高齢者医療後期高齢者医療           80428042万万80008000 円円

 子ども・子育て世代への子ども・子育て世

新 年 度

予算

町政執行方針町政執行方針

地
域
の
将
来
を
支
え

る
０
〜
14
歳
の
人
口
は

２
０
５
０
年
に
は
、
２

０
２
０
年
と
比
べ
て
道

内
の
７
割
を
超
え
る
１

２
９
市
町
村
で
50
％
未

満
と
な
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
い
る
中
、
本
町

は
全
道
で
９
番
目
に
少

な
い
35
・
８
％
の
減
少

に
止
ま
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
人
口
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
中
、
国
は
「
異
次

元
の
少
子
化
対
策
」
を

施
策
と
し
て
打
ち
出
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

町
独
自
の
施
策
を
加

え
、
人
口
減
少
の
克
服

や
子
育
て
世
帯
へ
の
負

担
軽
減
を
図
り
、
持
続

可
能
な
自
立
し
た
町
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

仁木町の全人口及び15歳未満人口の推移(国勢調査時)仁木町の全人口及び15歳未満人口の推移(国勢調査時)

令和令和

２年２年
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80008000

60006000

40004000
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00
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平成平成
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７年７年
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２年２年

昭和昭和

60年60年

昭和昭和
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昭和昭和
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昭和昭和

45年45年

昭和昭和

40年40年

昭和昭和

35年35年

83268326

73277327

64686468
58975897

54675467
49594959

45954595 42934293 41114111 39673967 38003800 34983498
3180318029942994

22592259
17981798

14621462 12221222 954954 791791 587587 513513 459459 396396 351351 344344

15 歳未満
全人口

【収支的支出＋資本的支出】
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助
成
対
象
を
満
15

歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
か
ら
、
満
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま

で
に
拡
大
し
ま
す
。

乳
幼
児
等
医
療
費

乳
幼
児
等
医
療
費

　
　
　
　

 

助
成
範
囲
を
拡
大

助
成
範
囲
を
拡
大

　仁木及び銀山
放課後児童クラ
ブの利用料を無
償化し、更なる
子育て世代の負
担軽減を図りま
す。

放課後児童クラブの

アップ
今年の   しごとしごと

対象期間が３年間延びます

給食費は増加傾向にありました

新規新規

仁木では建物も新しくなりました

　

物
価
高
騰
に
直

面
す
る
子
育
て
世

代
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と

を
目
的
に
学
校
給

食
費
を
徴
収
し
な

い
こ
と
と
し
ま
す
。

学
校
給
食
費

学
校
給
食
費
無
償
化

無
償
化

（西町・武本さん）
たけもと

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

給食の無償化はとても嬉

しいです。

　物価高騰で食材も節約が

必要だとは思いますが、子

ども達の楽しみの一つなの

で質や量を改めて気を付け

ていただきたいです。

（銀山・菊地さん）

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと　物価高騰の中、無償

化の決定は本当にあり

がたいです。

　春休みや冬休みの期

間も、朝の８時から開

所することについて、

検討していただけない

でしょうか。 きくち

利用料を無償化
新規新規

（北町・大塚さん）
おおつか

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

　乳幼児医療が４月

から高校生まで対象

となり、安心です。

　子育ても、生活も、

お金の心配をせず、

皆が夢を持ちワクワ

クできる町になった

らいいなと思いま

す！

942942万円万円

利

210210万円万円

10431043 万円万円 新規新規
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令
和
７
年
度
の

道
路
改
良
工
事
に

向
け
、
令
和
６
年

度
は
測
量
設
計
委

託
業
務
を
実
施
し

ま
す
。

町
道
仁
小
中
線
道
路
改
良

町
道
仁
小
中
線
道
路
改
良

　
　
　

　
　
　

測
量
設
計
委
託
業
務

測
量
設
計
委
託
業
務

全国にたくさんのお友達ができました

路面の凹凸が目立ちます

　ニキボーが生誕
10年の節目を迎
えることから、管
内市町村から「ゆ
るキャラ」を集
め、生誕祭を開催
します。

ニキボー生誕祭ニキボー生誕祭
　 　　１０周年１０周年事業事業

新規新規

建築してから 20 年以上経過しています

（北町・大黒さん）

（北町・高士さん）

（仁木町・ニキボーさん）

ピック 
今年の今年の   しごと

地域が長い間待ち望

んでいた町道の改良工

事がいよいよ始まりま

すね。

　特に高齢者や子ども

にとって安心・安全な

道路が早くできるよう、

心待ちにしています。

　当初の予定より１年遅れましたが、

外壁の他に駐輪場や入り口付近のタ

イルも直してもらえると聞いており、

みんな喜んでいます。

　ただ、外壁は涼しくなる９月以降

にやってほしいです。

　仁木町営住宅コ
スモス30の外壁
塗装や屋上防水、
バルコニーや共用
廊下の改修等を実
施します。

新規新規

たかし

だいこく

ボボボボ

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと  　  

　ぼくとタケボーは

平成 26 年に生まれて、

今年で 10 周年です。

　これからも、仁木町

のＰＲをして、世界中

のみんなとお友達にな

りたいな！

　仁木町のみんなも、

ぼくに会いに来てね！

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

コスモス30外壁等改修事業コスモス30外壁等改修事業

新規新規

8888万円万円

11億億74957495 万円万円

12291229 万円万円
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プ
ロ
の
目
線
で
の
Ｐ
Ｒ
の

仕
方
が
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　

町
の
Ｐ
Ｒ
の

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る

の
は
ふ
る
さ
と
納
税
で
あ
る
。

　

こ
の
度
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
委
託
業
者
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ

野 崎野 崎

 新年度　予算予算　のの使使いい道道
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
経
済
効

果
は

町
が
管
理
し
て
い

る
町
道
に
設
置
し

て
い
る
街
灯
30
基
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
改
修
工
事
は
ど
の
程
度
の

効
果
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

年
間
約
65

万
円
の
電
気
料
金
の
削
減
を

見
込
ん
で
い
る
。

広
報
交
通
係
長

広
報
交
通
係
長

Ｐ
Ｒ
方
法
の
見
直
し

は

農
産
物
Ｐ
Ｒ
・
販

路
拡
大
事
業
に
つ

い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
も
目
を
引
く
も
の
が
な
い
。

 
委員会での質問数委員会での質問数

　　7373回回

嶋 田嶋 田

産
業
課
長

産
業
課
長

街灯の LED化を予定しています

　

新
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
簡
水
会
計
の
当
初

新
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
簡
水
会
計
の
当
初

予
算
案
や
当
初
予
算
関
連
議
案
な
ど
は
、
議
長
を
除
く

予
算
案
や
当
初
予
算
関
連
議
案
な
ど
は
、
議
長
を
除
く

議
員
８
名
で
構
成
す
る
「
各
会
計
予
算
特
別
委
員
会
」

議
員
８
名
で
構
成
す
る
「
各
会
計
予
算
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
、
延
べ
３
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し

を
設
置
し
、
延
べ
３
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
た
。

　

議
案
説
明
後
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
全
て
の
質

　

議
案
説
明
後
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
全
て
の
質

疑
が
終
わ
っ
た
後
、
議
案
ご
と
に
討
論
・
採
決
を
行
っ

疑
が
終
わ
っ
た
後
、
議
案
ご
と
に
討
論
・
採
決
を
行
っ

た
結
果
、
全
て
の
議
案
を
賛
成
多
数
で
「
可
決
す
べ
き

た
結
果
、
全
て
の
議
案
を
賛
成
多
数
で
「
可
決
す
べ
き

も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

ル
で
決
定
し
た
が
、
受
託
業

者
が
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
写
真
を

刷
新
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
大
き
く
期

待
し
て
い
る
。
今
後
、
注
視

し
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

政
策
効
果
の
高
い
事

業
と
は

予
算
編
成
の
基
本

方
針
に
、
政
策
効

果
の
低
い
事
業
を
徹
底
し
て

削
減
し
、
政
策
効
果
の
高
い

事
業
に
転
換
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
指
標
が
あ
る
と

思
う
が
、
政
策
効
果
の
高
い

状
態
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う

な
状
態
か
。

　
　
　
　

ニ
ー
ズ
が
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
一
定
の
政
策

効
果
が
あ
る
と
思
う
し
、
そ

の
政
策
の
横
展
開
な
り
さ
ら

な
る
発
展
、
ま
た
、
弱
者
の

救
済
や
支
援
な
ど
に
結
び
つ

い
て
い
く
こ
と
を
や
っ
て
い

け
ば
政
策
効
果
が
一
定
程
度

図
ら
れ
る
と
考
え
て
、
予
算

査
定
を
し
て
い
る
。

副
町
長

副
町
長

山 内
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ル
で
あ
り
、
平
成
14
年

度
か
ら
更
新
し
た
延
長

は
７
万
３
５
６
１
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
進
捗
率
は

約
72
・
７
％
で
あ
る
。

補
助
金
や
協
賛
金
は
今
後
少

な
く
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
ん
ぼ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
う
ま
い

も
ん
じ
ゃ
祭
り
に
つ
い
て
は
、

町
を
代
表
す
る
２
大
イ
ベ
ン

ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
減

額
の
話
し
合
い
は
も
た
れ
て

水
道
管
の
老
朽
化

等
に
伴
う
更
新
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
が
、

毎
年
計
画
的
に
実
施
し
て
い

る
中
で
、
進
捗
率
は
。

数
年
前
に
ふ
れ
あ

い
39
の
外
壁
改
修

を
行
っ
た
際
に
は
、
夏
場
で

産
業
課
主
幹

産
業
課
主
幹

予算特別委員会で徹底審議

皆さん
  の税金  新年度新年度　予算　の使い道

上 村上 村

コ
ス
モ
ス
30
の
改
修

工
事
対
応
は

イ
ベ
ン
ト
開
催
経
費

の
今
後
は５

つ
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
経
費
で
あ
る

エ
ア
コ
ン
の
設
置
時

期
は

仁
木
の
小
中
学
校

に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
す
る
た
め
の
実
施
設
計
策

定
に
係
る
委
託
料
を
計
上
し

て
い
る
が
、
国
の
補
助
金
が

出
れ
ば
工
事
は
前
倒
し
さ
れ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
の
計

水
道
管
更
新
の
進
捗

状
況
は

　
　
　
　
　

配
水
管
の
実
延

長
は
10
万
１
０
７
５
メ
ー
ト

水
道
係
長

水
道
係
長

イベントには町外からも多くの方が参加します

教
育
委
員
会
主
幹

教
育
委
員
会
主
幹

画
で
は
、
令
和
６
年
度
に
実

施
設
計
を
行
い
、
実
施
設
計

が
終
わ
り
次
第
、
予
算
が
つ

い
て
、
補
助
金
の
追
加
申
請

が
通
り
、
工
事
を
施
工
す
る

業
者
と
資
材
が
確
保
さ
れ
、

施
工
す
る
た
め
の
学
校
の
休

業
期
間
が
あ
る
と
い
う
条
件

が
揃
え
ば
前
倒
し
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
。

木 村

　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
39
の

工
事
の
際
に
は
、
黒
い
シ
ー

ト
の
他
、
塗
装
を
す
る
た
め

に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
張
っ

た
の
で
、
入
居
者
の
方
か
ら

「
暗
い
」
や
「
暑
い
」
等
の

声
が
あ
っ
た
。

　

今
回
は
、
白
っ
ぽ
い
シ
ー

ト
を
使
う
こ
と
や
、
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
を
用
意
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

建
設
課
長

建
設
課
長

い
な
い
。

　

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
ゆ
く
ゆ
く
は
自
走

化
し
て
頂
く
前
提
で
、
徐
々

に
減
ら
し
て
い
く
よ
う
な
話

合
い
を
も
っ
て
い
る
。

風
の
通
り
が
良
く
な
か
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
今
回
も
そ

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

佐 藤佐 藤

前 田前 田
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第　回定例会第　回定例会
令和６年令和６年

１１

◇
国
保
特
別
会
計
（
第
３
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
一
般
会
計
（
第
７
号
）

◇
一
般
会
計
（
第
８
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
及
び
第
８
号
）
は
、
歳

入
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
の
減
や
畑
地
化
促
進
事
業

の
補
助
金
の
追
加
等
、
歳
出

で
は
仁
木
町
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
燃
料
費
の
追
加
、
相
談
支

援
事
業
委
託
の
未
払
消
費
税

の
追
加
及
び
相
談
支
援
事
業

委
託
の
過
去
５
年
分
の
未
払

消
費
税
の
補
償
金
等
の
支
出

見
込
に
よ
る
追
加
や
各
種
事

業
の
完
了
に
よ
る
減
額
補
正

等
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

◇
後
期
医
療
特
別
会
計
（
第
３
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

補正額 予算総額

・一般会計（10回目の補正）
9752万2000円減 56億322万6000円

・一般会計（11回目の補正）
    208万4000円増 56億531万円

・国民健康保険事業特別会計（３回目の補正）
    　   64万円減 1億9703万8000円

・後期高齢者医療特別会計（３回目の補正）
    37万8000円増 7635万7000円

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　
　
　
　

諸
収
入
の
項
目

　
　
　
　
　

で
、
違
約
金
及

び
延
納
利
息
と
い
う
こ
と
で

３
０
０
０
円
の
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　
　

狩
猟
免
許
の
取

得
事
業
に
よ
り
免
許
を
取
得

し
た
方
が
、
昨
年
７
月
に
猟

友
会
退
会
届
を
提
出
さ
れ
た
。

　

仁
木
町
狩
猟
免
許
取
得
補

助
事
業
実
施
要
綱
で
は
、

佐 藤佐 藤

産
業
課
長

「
資
格
取
得
後
10
年
間
は
北

海
道
猟
友
会
仁
木
支
部
及
び

仁
木
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
に
加
入
し
て
有
害
鳥
獣
被

害
の
軽
減
に
貢
献
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
お

り
、
違
反
し
た
場
合
に
は
補

助
金
を
返
還
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
仁
木
町
補
助
規
則

で
は
、
「
補
助
金
の
返
還
を

命
ぜ
ら
れ
た
場
合
は
、
補
助

金
交
付
の
日
か
ら
起
算
し
て

年
10
・
95
％
の
違
約
加
算
金

を
町
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　

畑
地
化
促
進
事

　
　
　
　
　

業
の
内
容
の
詳

細
は
。

　
　
　
　
　

令
和
５
年
度
の

国
庫
事
業
で
、
改
良
区
に
対

す
る
決
済
金
の
支
援
と
い
う

事
業
で
あ
り
、
対
象
者
は
余

市
川
土
地
改
良
区
で
あ
る
。

　

畑
地
化
促
進
事
業
に
よ
り

転
作
田
が
畑
に
転
換
さ
れ
る

こ
と
で
、
土
地
改
良
区
の
賦

課
金
が
減
収
す
る
こ
と
に
対

し
、
国
が
支
援
す
る
も
の
で

あ
る
。

産
業
課
長

畑地化促進で畑地化促進で

ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
回
の
補
正
に

至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

上 村上 村

　
　
　
　
　

畑
地
化
す
る
と

　
　
　
　
　

水
利
権
を
手
放

す
こ
と
に
な
る
の
か
。

上 村上 村

　
　
　
　
　

水
利
権
は
失
わ

れ
な
い
。
水
田
と
畑
で
は
賦

課
額
が
違
う
た
め
、
そ
の
差

額
を
国
が
支
援
す
る
も
の
で

あ
る
。

産
業
課
長

土地改良区に支援土地改良区に支援



佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

す
こ
や
か
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

運
用
開
始

令
和
４
年
度
よ
り
建
設
工
事
を
し
て
い
ま
し
た
仁
木
町
す
こ

や
か
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
通
称
ｉ
ｋ
ｏ
ｒ
が
、
令
和
６
年

３
月
４
日
よ
り
順
次
運
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
17
日
の
内
覧
会
に
は
、
２
２
１
名
の
方
々
が
見
学
に
訪

れ
、
２
月
23
日
に
は
工
事
関
係
者
を
ご
案
内
し
て
の
落
成
記
念

式
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
に
よ
り
、
保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
や
児
童
を
預

か
る
機
能
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
機
能
な
ど
子
育
て
へ

の
支
援
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
新
札
幌
と

　
　
　
　
　

協
定
を
締
結
し
ま
し
た

２
月
20
日
、
株
式
会
社
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
新
札
幌
と
災

害
時
の
避
難
所
等
に
お
け
る
外
部
給
電
可
能
な
車
両
か
ら
の
電

力
供
給
の
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
け
る
大
規
模
災
害
の
発
生
、
又
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
、
町
の
要
請
に
基
づ
き
、
外
部
給
電
可
能
な

車
両
を
貸
与
し
て
い
た
だ
き
、
町
が
開
設
し
た
避
難
所
等
で
車

両
か
ら
の
電
力
供
給
が
可
能
と
な
る
よ
う
協
力
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
協
定
を
交
わ
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
協
定
で
株
式
会
社
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
新
札
幌
様

の
ご
協
力
の
下
、
体
制
の
整
備
充
実
を
図
り
、
地
域
の
安
心
安

全
が
守
ら
れ
る
よ
う
、
防
災
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
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高
齢
者
福
祉
施
設
（
い
き

い
き
88
）
や
、
観
光
農
園
等

管
理
施
設
（
観
光
管
理
セ
ン

タ
ー
）
な
ど
、
町
内
９
施
設

の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

議
案
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
施
設
も
指
定
期

間
は
３
年
間
で
す
。

　

以
下
に
予
算
委
員
会
内
で

の
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

指
定
管
理
者

施　設　名 指　定　管　理　者

高齢者福祉施設（いきいき88）
東京美装北海道株式会社

山村開発センター

大江へき地保育所 大江へき地保育所父母会

銀山へき地保育所 銀山へき地保育所父母会

然別生活館 然別町内会

大江コミュニティセンター 大江町内会

銀山生活改善センター 特定非営利活動法人

銀山さわやか福祉NPO銀山老人憩の家

観光農園等管理施設（観光管理センター） 一般社団法人仁木町観光協会

町
内
９
施
設
の

町
内
９
施
設
の

　
　
　
　

 
指
定
管
理
者
決
定

指
定
管
理
者
決
定

※指定期間は３年間

質
疑
あ
れ
こ
れ

　

大
江
へ
き
地
保
育
所
は
、

３
年
前
の
更
新
の
際
に
、
３

年
経
っ
た
ら
保
育
所
を
止
め

る
と
の
話
が
あ
っ
た
と
聞
い

て
い
た
が
、
今
後
ま
た
３
年

間
は
続
け
る
こ
と
で
話
合
い

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

毎
年
、
大
江
へ
き
地
保

育
所
の
父
母
会
と
11
月
に
懇

談
会
を
実
施
し
て
お
り
、
昨

年
の
懇
談
会
で
、
今
後
の
継

続
の
関
係
の
話
も
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
そ
の
際
に
、
今

回
の
３
年
間
に
つ
い
て
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
父
母
会
か
ら

引
続
き
３
年
間
行
う
旨
を
確

認
し
た
た
め
、
今
回
の
手
続

き
に
至
っ
て
い
る
。

ＱＡ
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１１

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　
　
　
　
　

こ
れ
は
公
職

選
挙
法
施
行
令
で
決
ま
っ
て

い
る
た
め
、
国
政
で
も
道
政

で
も
、
変
わ
り
は
な
い
。

総
務
課
長

条
例
改
正

仁
木
町
乳
幼
児
等
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
改
正
は
、
乳
幼

児
等
医
療
費
助
成
の
対
象

を
、
現
在
の
満
15
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
者
を
、
満
18
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
者
へ
拡
大
す

る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
受
給
資
格
の
除

外
対
象
と
し
て
、
保
護
者
に

監
護
さ
れ
て
い
な
い
乳
幼
児

等
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

医療費の無償化医療費の無償化

３月８日～18日３月８日～18日

　

ま
た
、
仁
木
町
選
挙
ポ
ス

タ
ー
掲
示
場
設
置
条
例
の
一

部
改
正
が
提
案
さ
れ
、
審

議
・
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
改
正
は
、
現
在

は
６
つ
あ
る
投
票
区
ご
と
に

掲
示
場
の
数
を
規
定
し
て
い

ま
す
が
、
各
地
区
の
有
権
者

数
の
減
少
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　

こ
の
件
は
町
の

　
　
　
　
　

選
挙
だ
け
な
の

か
。
国
政
選
挙
の
場
合
は
ど

う
な
る
の
か
。

上 村上 村

れ
の
地
区
か
ら
の
申
し
出
を

受
け
て
、
然
別
地
区
を
仁
木

地
区
の
投
票
区
に
、
長
沢
地

区
、
尾
根
内
地
区
を
銀
山
地

区
に
そ
れ
ぞ
れ
統
廃
合
し
、

こ
れ
に
伴
い
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
の
数
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。

小
中
一
貫
教
育
推
進
会
議
に
つ
い
て

仁
木
町
小
中
一
貫
教
育
推
進
会
議
を
２
月
28
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

会
議
で
は
、
小
中
一
貫
教
育
の
取
組
状
況
や
、
仁
木
中
学
校

の
大
規
模
修
繕
、
学
校
の
暑
さ
対
策
、
銀
山
地
区
義
務
教
育
学

校
基
本
設
計
に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ
か
、
令
和
８
年
度
に
開
校

予
定
の
銀
山
地
区
義
務
教
育
学
校
の
校
名
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

学
校
名
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
低
学
年
な
ど
に
わ
か
り
や
す

い
名
称
で
あ
る
こ
と
や
、
銀
山
小
学
校
・
銀
山
中
学
校
の
名
前

が
残
る
と
の
理
由
か
ら
、
「
銀
山
小
中
学
校
」
と
決
定
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
委
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
本
町
の
小
中
一
貫
教
育

の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
取
組
を
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 岩

井
教
育
長
の
教
育
行
政
報
告

高校生まで拡大高校生まで拡大

掲示場の数は大幅に減ることになります
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▼
件
名

　
「（
仮
称
）
古
平
・
余
市
ウ

イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
」
に

反
対
す
る
陳
情

　

「
仁
木
町
の
風
力
発
電
を

考
え
る
会
」
か
ら
『
「
（
仮

称
）
古
平
・
余
市
ウ
イ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
事
業
」
に
反
対
す

る
陳
情
』
が
提
出
さ
れ
、
委

員
会
付
託
を
省
略
し
、
審
議

の
結
果
、
全
員
反
対
で
不
採

択
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

陳
情
要
旨
（
一
部
抜
粋
）

　

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
度
は
、
お
陰
様
で
、

仁
木
町
は
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
計
画
か
ら
外
れ
ま
し
た
が
、

余
市
・
古
平
町
は
継
続
中
で
、

陳

情

（
株
）
関
西
電
力
に
よ
る

「
方
法
書
」
縦
覧
が
仁
木
町

で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
、
仁
木
町
に
も

景
観
に
影
響
が
あ
る
事
で
、

余
市
・
古
平
町
と
共
に
、
関

電
の
住
民
説
明
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

景
観
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

な
が
ら
、
余
市
・
古
平
町
で

風
車
建
設
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、

想
定
さ
れ
る
被
害
は
、
仁
木

町
に
於
い
て
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。

「
仁
木
町
の
風
力
発
電
を
考

え
る
会
」
は
、
（
株
）
関
西

電
力
の
計
画
す
る
「
（
仮

称
）
古
平
・
余
市
ウ
イ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
事
業
」
に
対
し
て
、

下
記
４
項
目
の
理
由
に
よ
り
、

建
設
の
反
対
表
明
を
致
し
ま

す
。

　

議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、
住
民
の
代
表

と
し
て
、
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
、
実
り
あ
る
論
議
を

尽
く
し
、
町
長
と
関
西
電
力

に
対
し
て
反
対
表
明
を
し
て

い
た
だ
き
た
く
陳
情
申
し
上

げ
ま
す
。

▼
提
出
者

　
「
仁
木
町
の
風
力
発
電
を

　

考
え
る
会
」

　
　
　

代
表

　
　
　
　

穂　

積　

豊　

仁

▼
仁
木
町
課
設
置
条
例
の
一

部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
簡
易
水
道
事
業
給

水
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
民
ス
キ
ー
場
設
置

管
理
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
議
案

陳情は　不 採 択陳情は　不 採 択

【
理
由
】

①
風
車
に
よ
っ
て
景
観
が
変

　

わ
り
、
仁
木
町
の
イ
メ
ー

　

ジ
が
壊
れ
る
懸
念

②
低
周
波
や
超
低
周
波
音
に

　

よ
る
町
民
の
健
康
被
害
の

　

懸
念

③
鳥
獣
害
増
加
に
よ
る
安
全

　

性
や
、
営
農
上
の
被
害
の

　

懸
念

④
益
虫
や
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
の

　

昆
虫
が
激
減
す
る
懸
念

　

議
員
さ
ん
た
ち
も
、
「
考

え
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
も
、

と
も
に
仁
木
を
良
く
し
た
い

と
い
う
思
い
は
共
通
で
あ
る

は
ず
で
す
。
そ
の
同
じ
思
い

に
立
っ
て
、
仁
木
町
に
と
っ

て
も
、
仁
木
住
民
に
と
っ
て

も
、
本
当
に
風
車
が
必
要
な

の
か
ど
う
か
、
真
剣
に
話
し

合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

関
西
電
力
の
甘
言
や
、
目

先
の
利
益
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

百
年
の
大
計
を
立
て
て
頂
き

た
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

以
上
、
熟
慮
勘
案
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

討

論

討

論

本
事
業
計
画
の

賛
否
に
つ
い
て

は
、
古
平
・
余
市
両
町
が
主

体
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
前

提
で
あ
り
、
以
上
の
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
本
陳
情
に
つ
い

て
は
反
対
す
る
。

佐　藤佐　藤

仁
木
町
が
含
ま

れ
て
い
な
い
計

画
で
あ
り
、
私
と
し
て
は
取

り
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
、

古
平
・
余
市
町
の
事
案
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
本
陳
情
に
反
対

す
る
。

野 崎野 崎

▼
仁
木
町
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
水
泳
プ
ー
ル
設
置

条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決
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１１

▼
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定

（
再
審
法
）
の
改
正
を
求
め

る
意
見
書

　
　

提
出
議
員　

野
崎　

明
廣

　
　
賛
成
議
員　

嶋
田　
　

茂

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
意
見
書

　老齢基礎年金等の老齢基礎年金等の

　　　　 引き上げを　　　　 引き上げを要望要望

高齢者も若者も安心して老後を暮らせるように！高齢者も若者も安心して老後を暮らせるように！国
・
政
府
等
へ
要
望

意

見

書

▼
物
価
上
昇
に
見
合
う
老
齢

基
礎
年
金
等
の
引
き
上
げ
を

求
め
る
意
見
書

　
　

提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
　
賛
成
議
員　

宮
本　

幹
夫

　

厚
生
労
働
省
は
平
成
25
年

以
来
11
年
間
で
物
価
が
8
・

１
％
上
昇
す
る
中
、
年
金
支

給
率
は
０
・
８
％
の
上
昇
で
、

差
し
引
き
７
・
３
％
を
減
額

す
る
改
定
を
行
っ
た
。

　

こ
の
間
に
、
消
費
税
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
一
部
の
後
期

高
齢
者
医
療
費
窓
口
負
担
が

２
割
に
増
え
、
介
護
保
険
料

の
引
き
上
げ
が
実
施
さ
れ
た
。

　

物
価
上
昇
が
家
計
を
圧
迫

し
、
北
海
道
で
は
暖
房
費
を

節
約
す
る
た
め
寒
い
部
屋
で

過
ご
し
て
い
る
高
齢
者
も
少

な
く
な
い
。

　

よ
っ
て
、
高
齢
者
も
若
者

も
安
心
し
て
老
後
を
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
物
価
上
昇
に
見

合
う
老
齢
基
礎
年
金
等
の
支

給
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を

要
望
す
る
も
の
で
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
関
係
機
関
に
提
出
し

ま
し
た
。

健康を維持するための活動も重要です

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
に
那
須
さ
ん
と
勝
浦

さ
ん
を
再
任
す
る
こ
と
に
対

し
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま

し
た
。

     

那　

須　
　
　

勝  

さ
ん

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

（
銀　

山
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
は
那
須
さ
ん
と
勝
浦

さ
ん
を
再
任

     

勝　

浦　

弘　

志  
さ
ん

（
南　

町
）

ぎ
か
い
ト
ピ
ッ
ク
ス

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

魅
力
あ
る
献
立

魅
力
あ
る
献
立
でで

　
　
　

　
　
　

 

給
食
を
楽
し
む

給
食
を
楽
し
む

３
⽉
８
⽇
の
第
１
回
定
例
会
︵
１
⽇
⽬
︶
終
了

後
に
︑
佐
藤
町
⻑
︑
林
副
町
⻑
︑
岩
井
教
育
⻑
を

招
き
︑
学
校
給
⾷
試
⾷
会
を
実
施
し
ま
し
た
︒
こ

の
試
⾷
会
は
︑
学
校
給
⾷
の
献
⽴
と
調
理
の
状
況

及
び
⾷
味
把
握
の
た
め
︑
平
成
18
年
よ
り
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
︑
今
回
は
鶏
⾁
の
ピ
リ
⾟
焼

き
を
中
⼼
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
が
︑
中
学
⽣

と
同
じ
量
の
給
⾷
を
い
た
だ
き
︑
そ
の
量
の
多
さ

に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
︒

 

配
布
さ
れ
た
３
⽉
の
献
⽴
に
は
︑
卒
業
の
お
祝

い
デ
ザ
ー
ト
が
提
供
さ
れ
る
⽇
な
ど
も
あ
り
︑
献

⽴
を
考
え
る
栄
養
教

諭
の
⽅
の
⽣
徒
へ
の

思
い
が
伝
わ
る
よ
う

な
⼯
夫
が
⾒
ら
れ
ま

し
た
︒

学
校
給
食
試
食
会
を
実
施

給食試食会メニュー

ごはん・じゃがいもの味噌汁・鶏肉のピリ辛焼き・

ほうれん草のごま酢和え・牛乳（785㌔カロリー）
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

第１回定例会の一般質問には、３人の議員が登壇しました。
紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

ニキボーのなになに？

一般質問とは
一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対する方針
等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。

一般質問の詳しい一般質問の詳しい
内容はコチラから内容はコチラから
Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！
　　　（第１回定例会）　　　（第１回定例会）

人口減少問題に係る取組成果と今後の展望は

佐藤　秀教　議員
16

さとう ひでのり

遊休町有地の活用計画を

野崎　明廣　議員
17

のざき あきひろ

防災・減災対策について

上村智恵子　議員
18

うえむら ちえこ
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一　般　質　問 

問
本
町
は
現
在
「
第
６

期
仁
木
町
総
合
計

画
」
等
に
基
づ
き
、
計
画
的

に
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
人

口
減
少
問
題
に
鋭
意
取
組
ん

で
い
る
が
、
子
育
て
支
援
対

策
の
取
組
成
果
と
今
後
の
展

望
は
。

コンパクトシティ化の考えは

町長 今後の課題として検討することも必要

妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
ま
で
の

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ

て
き
た
こ
と
で
、　

国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

が
昨
年
12
月
に
公
表
し
た
推

計
人
口
に
お
い
て
、
０
歳
か

ら
14
歳
の
人
口
が
２
０
５
０

年
に
２
０
２
０
年
対
比
で
全

道
で
９
番
目
に
少
な
い
減
少

率
で
あ
り
、
一
定
の
成
果
が

見
ら
れ
た
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

　

来
年
度
は
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
無
料
、
学
校
給
食
費

の
無
償
化
等
を
実
施
し
、
子

育
て
環
境
の
一
層
の
充
実
を

図
る
。

　厚生労働省の施設等機関で、社会保障及び人口問

題に関する調査及び研究を行うことを通じて、国民

の福祉向上に貢献することを目的として設立。

ニキボーのなになに？

国立社会保障・人口問題研究所とは

給食費を無償化する自治体は増えてきました

佐藤　秀教 議員
さとう  ひでのり

町
長

少
子
化
の
要
因

と
し
て
、
晩
婚

化
・
未
婚
化
が
考
え
ら
れ
る

が
、
国
全
体
の
社
会
シ
ス
テ

ム
が
変
革
す
る
ぐ
ら
い
の
方

針
を
た
て
な
け
れ
ば
少
子
化

対
策
に
せ
よ
、
様
々
な
諸
課

題
を
解
決
す
る
こ
と
に
つ
な

が
ら
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

町
長

問
人
口
減
少
対
策
と
し

て
、
若
者
が
「
住
み

た
い
・
住
ん
で
み
た
い
」
町

の
イ
メ
ー
ジ
は
重
要
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
取
組
も
必
要
と

考
え
る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

若
者
た
ち
が
地

域
に
来
る
よ
う

な
き
っ
か
け
づ
く
り
を
前
向

き
に
行
っ
て
い
く
べ
き
で
、

ワ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
や
若
い
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
メ
ン

バ
ー
と
ワ
イ
ナ
リ
ー
事
業
者

の
つ
な
が
り
で
事
業
を
生
み

出
し
、
町
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
方
々
が
来
る
き
っ
か
け
に

町
長

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
そ
の

よ
う
な
事
業
展
開
が
で
き
る

よ
う
、
町
も
支
援
し
て
い
き

た
い
。

問
来
年
度
子
育
て
支
援

と
し
て
、
小
中
学
校

の
給
食
費
の
完
全
無
償
化
な

ど
、
様
々
な
取
組
を
す
る
中

で
、
町
長
に
と
っ
て
重
要
な

少
子
化
対
策
と
は
何
か
。

問
将
来
的
な
人
口
減
少

を
見
据
え
て
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
を
視
野
に

入
れ
た
、
効
率
の
良
い
行
政

運
営
を
進
め
る
考
え
は
。

町
が
ど
う
縮
む

べ
き
か
、
今
後

の
課
題
と
し
て
検
討
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
認

識
の
も
と
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

町
長
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　町政のそこが聞きたい　

野崎　明廣 議員
のざき  あきひろ

問
宅
地
整
備
実
証
事
業

は
、
事
業
者
と
の
意

見
交
換
も
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
定
住
促
進
の
検
証
は

さ
れ
て
い
る
の
か
。

大
手
デ

ベ
ロ
ッ

パ
ー
か
ら
は
防
災
、
子
育
て

等
の
関
係
で
、
大
き
な
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
の
提
案
だ
っ

た
が
、
町
は
宅
地
の
整
備
・

田
園
住
宅
と
し
て
の
販
売
を

考
え
て
い
た
た
め
、
取
組
ま

な
か
っ
た
。

町
長

町
と
し
て
い
ろ
い
ろ
展
開
し
た
い

多
目
的
滞
在
施
設
隣
接
地
の
今
後
は

問
貸
出
し
の
他
に
、
法

人
税
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

問
町
が
保
有
す
る
農
地

を
新
規
就
農
者
の
研

修
目
的
と
し
て
活
用
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

町
長
現
状
の
ま
ま
だ

と
、
観
光
的
資

源
と
し
て
は
弱
く
、
観
光
管

理
セ
ン
タ
ー
の
施
設
そ
の
も

の
の
在
り
方
も
今
後
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

あ
の
辺
を
一
体
化
し
て
、

観
光
的
資
源
の
要
素
を
高
め

る
場
所
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ

と
展
開
で
き
れ
ば
と
い
う
構

想
は
持
っ
て
い
る
。

旧野球場跡の活用が期待されます

均
等
割

と
法
人

税
割
が
あ
る
が
、
均
等
割
の

令
和
５
年
度
の
実
績
で
は
、

お
お
よ
そ
５
５
０
万
円
程
度

の
収
入
状
況
で
あ
る
。

財
政
課
長

問
企
業
が
町
へ
土
地
の

情
報
を
求
め
て
相
談

に
来
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う

が
、
町
の
遊
休
町
有
地
を
活

用
す
る
支
援
と
し
て
は
可
能

性
が
あ
る
の
か
。

法
人
・
個
人
か
ら
、
例
え
ば

購
入
し
た
い
等
の
話
が
あ
れ

ば
、
当
然
話
を
伺
い
、
状
況

に
応
じ
て
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

総
務
課
参
事

町
が
保

有
す
る

農
地
を
新
規
就
農
者
向
け
の

研
修
用
地
と
し
て
活
用
す
る

産
業
課
長

問
町
が
貸
し
出
し
て
い

る
町
有
地
４
か
所
の

借
地
料
の
内
訳
は
。

大
江
１
丁
目
の
ふ
き
の
と
う

の
横
は
全
額
減
免
、
銀
山
３

丁
目
の
ぎ
ん
れ
い
団
地
の
横

は
年
間
で
25
万
５
１
０
円
、

大
江
２
丁
目
の
旧
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
・
大
江
保
育
所
跡

地
は
今
月
末
ま
で
の
契
約
で

12
万
２
９
０
２
円
、
銀
山
２

丁
目
の
旧
櫻
ヶ
丘
団
地
跡
地

総
務
課
参
事

企
画
課
長

問
観
光
管
理
セ
ン
タ
ー

も
含
め
た
、
多
目
的

滞
在
施
設
と
隣
接
す
る
土
地

の
今
後
の
活
用
計
画
は
。

は
年
間
15
万
８
２
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
て
い

る
。
指
導
す
る
人
員
の
確
保

や
研
修
に
要
す
る
設
備
等
の

準
備
な
ど
、
多
く
の
課
題
が

あ
る
が
、
新
規
就
農
者
受
入

協
議
会
を
中
心
に
、
よ
り
良

い
受
入
環
境
の
整
備
を
目
指

し
て
ま
い
り
た
い
。
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上村智恵子 議員防災・減災対策を見直す必要は

町長 更なる防災意識の向上に努める

問
水
道
が
使
え
な
く

な
っ
た
時
の
井
戸
水

の
確
保
は
で
き
て
い
る
の
か
。

町
長
役
場
庁
舎
及
び

フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ク
に
き
で
井
戸
水
を
使
用
し

て
お
り
、
確
保
で
き
て
い
る
。

うえむら ちえこ

町では簡易トイレを備蓄しています

　　　　一　般　質　問 　  

問
防
災
・
減
災
の
た
め

の
地
方
単
独
事
業
で
、

令
和
６
年
度
の
事
業
対
象
に

ト
イ
レ
カ
ー
の
整
備
が
入
っ

て
い
る
。
避
難
所
で
ト
イ
レ

カ
ー
の
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
購
入
し
な
い
の
か
。

町
長
令
和
６
年
度
か

ら
優
れ
た
経

験
・
知
識
・
技
能
を
有
し
、

安
全
・
安
心
の
即
戦
力
と
な

る
幹
部
自
衛
官
の
退
職
者
を

防
災
専
門
職
員
に
採
用
し
、

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
。

問
自
家
発
電
設
備
を
備

え
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
が
休
止
に
な
っ
た
が
、

住
民
拠
点
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
今
後
ど
う
な
る
の

か
。

現
時
点

で
は
、

避
難
時
に
お
い
て
は
備
蓄
し

て
い
る
簡
易
ト
イ
レ
を
活
用

す
る
予
定
で
あ
る
。

企
画
課
長

問
避
難
所
の
担
当
責
任

者
が
住
民
環
境
課
及

び
福
祉
課
と
な
っ
て
い
る
が
、

ど
こ
の
避
難
所
は
誰
と
具
体

的
に
決
め
て
は
い
な
い
の
か
。

避
難
所

を
開
設

す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
の

は
個
別
に
判
断
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
ど
こ
を
誰
が
担
当

す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
現
状
決
め
て
い
な
い
が
、

住
民
生
活
対
策
班
で
対
応
す

る
と
い
う
こ
と
だ
け
を
決
め

て
い
る
。

企
画
課
長

町
長
こ
れ
ま
で
は
、

国
や
道
の
補
助

金
を
活
用
し
て
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
当

該
補
助
事
業
は
な
く
、
町
と

し
て
は
同
様
の
支
援
は
予
定

し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
隣
町

等
の
住
民
拠
点
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
。

問
行
政
報
告
に
あ
っ
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー

か
ら
の
電
力
供
給
は
と
て
も

大
事
だ
と
思
う
が
、
近
隣
も

一
緒
に
被
害
を
受
け
た
時
に

は
、
ど
の
よ
う
に
レ
ン
タ

カ
ー
を
届
け
て
く
れ
る
の
か
。

小
樽
市

に
営
業

店
が
あ
り
、
町
か
ら
要
請
し

た
段
階
で
調
整
し
て
い
た
だ

き
、
取
り
に
行
く
形
に
な
ろ

う
か
と
思
う
。

企
画
課
長

問
自
治
体
の
車
と
し
て
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー

に
替
え
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
近
々
、
車
の
買
い
替
え

は
な
い
の
か
。

令
和
７
年
度
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

総
務
課
参
事

問
講
演
会
な
ど
を
開
催

し
、
防
災
の
知
識
を

学
習
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。
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第
１
回
臨
時
会
は
︑
２
⽉
13
⽇
に
開
会
し
︑
同
⽇
閉
会
し
ま
し
た
︒

 

町
か
ら
︑
補
正
予
算
２
件
︑
条
例
改
正
︑
条
例
制
定
が
上
程
さ
れ
︑
全
員
賛
成
で

可
決
・
承
認
し
ま
し
た
︒

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

補
正
予
算補正額 予算総額

・一般会計（８回目の補正）   ※専決第3号

   　 7174万6000円増 56億8524万8000円
・一般会計（９回目の補正）   

    　　　  1550万円増 57億74万8000円

◇
一
般
会
計
（
専
決
第
３
号
）

◇
一
般
会
計
（
第
６
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

物
価
高
騰
に
対
す
る
低
所
得

世
帯
へ
の
支
援
、
医
療
・
福

能登半島地震能登半島地震

　
　
　
　
　

こ
の
度
の
能
登

　
　
　
　
　

半
島
地
震
義
援

金
は
１
０
０
万
円
と
し
て
補

正
さ
れ
て
い
る
が
、
金
額
の

根
拠
は
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
義
援

金
と
し
て
、
地
震
の
際
に
交

付
し
た
の
が
、
東
日
本
大
震

災
と
、
熊
本
地
震
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
時
は
２

０
０
万
円
、
熊
本
地
震
の
時

は
１
０
０
万
円
と
し
て
お
り
、

熊
本
地
震
同
様
の
対
応
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
隣
町
村
に
お
い

て
、
余
市
町
や
古
平
町
、
積

丹
町
も
同
額
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
１
０
０
万
円
に
決
め

た
。

祉
事
業
者
へ
の
交
付
金
、
子

育
て
世
帯
へ
の
支
援
事
業
や

事
務
費
、
石
川
県
能
登
半
島

地
震
被
災
地
へ
の
義
援
金
１

０
０
万
円
等
の
追
加
補
正
が

提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
承
認
・

可
決
し
ま
し
た
。

条
例
制
定

仁
木
町
す
こ
や
か
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
が

提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
設
置
の
目

的
や
使
用
の
承
認
や
制
限
、

運
営
に
関
す
る
規
定
等
を
定

め
て
い
る
も
の
で
す
。

▼
仁
木
町
児
童
館
条
例
の
全

部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

総
務
課
長 質

疑
あ
れ
こ
れ

 義援金１００万円 義援金１００万円２月１３日２月１３日

第　回臨時会第　回臨時会
令和６年令和６年

１１

佐 藤佐 藤

条
例
改
正

　
　
　
　
　

児
童
館
条
例
の

　
　
　
　
　

中
で
、
「
に
き

小
型
児
童
館
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
小
型
と
い
う
の
は
意

味
が
あ
る
の
か
。

福
祉
課
長

上 村上 村

　
　
　
　
　

国
の
設
置
運
営

要
綱
に
お
い
て
、
小
型
児
童

館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
大
型

児
童
館
の
３
種
類
の
児
童
館

が
あ
る
。

　

面
積
の
大
き
さ
や
、
大
型

児
童
館
で
あ
れ
ば
中
高
生
が

体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る

大
き
い
運
動
場
を
用
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
等
、
そ
の

施
設
に
よ
っ
て
面
積
要
件
や

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

部
屋
の
要
件
が
定
ま
っ
て
い

る
。
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町民スキー場町民スキー場
全員協議会全員協議会

２月２２日２月２２日

　

リ
フ
ト
降
り
場
に
つ
い

て
は
、
十
分
安
全
対
策
を
し

て
い
る
と
思
う
が
、
今
ま
で

と
違
う
工
夫
し
た
点
は
あ
る

の
か
。

　
　

今
の
ス
キ
ー
場
は
左
側

に
降
り
て
い
く
よ
う
な
形
を

と
っ
て
い
た
が
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
後
は
真
っ
す
ぐ
降
り
て

い
く
よ
う
な
形
を
と
り
、
そ

の
滞
留
ス
ペ
ー
ス
も
２
・
５

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
広
く
と
る
予

定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
従
来
通
り
、
転
落

ＱＡ

質
疑
あ
れ
こ
れ

　

現
在
、
ナ
イ
タ
ー
の
場

合
、
上
級
コ
ー
ス
は
閉
め
て

い
る
。
予
定
図
で
は
上
級

コ
ー
ス
に
も
照
明
が
つ
く
設

計
に
な
っ
て
い
る
が
、
全
て

の
コ
ー
ス
を
開
け
る
の
か
。

　
　

上
級
コ
ー
ス
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
る
か
は
、
今
後
２
年

の
間
に
、
指
定
管
理
者
と
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

ＱＡ

　

仁
木
町
民
ス
キ
ー
場
は
昭

和
58
年
に
開
設
し
、
北
後
志

唯
一
の
公
営
ス
キ
ー
場
と

し
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、

リ
フ
ト
及
び
照
明
等
の
老
朽

化
が
著
し
く
、
民
間
提
案
制

度
を
活
用
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま

す
。

　

全
員
協
議
会
で
は
、
令
和

６
年
度
以
降
の
計
画
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
銀
山
地
区
義
務
教

育
学
校
基
本
計
画
に
関
す
る

件
で
は
、
主
に
現
在
の
銀
山

中
学
校
の
校
舎
を
義
務
教
育

学
校
の
校
舎
と
す
る
た
め
の

大
規
模
修
繕
及
び
増
築
等
の

基
本
設
計
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
北
後
志
地
域
相

談
支
援
事
業
に
関
す
る
件
で

は
、
現
在
委
託
し
て
い
る
障

が
い
者
相
談
支
援
事
業
が
、

消
費
税
の
対
象
と
な
る
こ
と

が
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
平
成
30
年
度
〜
令
和
５

年
度
の
委
託
料
に
係
る
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
額

等
を
負
担
す
る
こ
と
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

防
止
ネ
ッ
ト
も
手
前
に
設
置

し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
降

り
た
後
の
傾
斜
も
今
ま
で
は

15
度
あ
っ
た
も
の
を
８
・
５

度
と
緩
や
か
に
し
、
安
全
に

降
り
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

設
計
に
し
て
い
る
。

どう変わるどう変わる

令和６年２月 22 日開催の全員協議会では、
①仁木町民スキー場に関する件
②銀山地区義務教育学校基本計画に関する件
③北後志地域相談支援事業に関する件
上記３件について協議しました。

　

銀
山
中
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
部
分
的
に
沈
下
し
て

い
る
。
整
備
や
暗
渠
等
の
対

応
は
で
き
る
の
か
。

　
　

教
育
委
員
会
で
は
状
況

を
把
握
し
て
お
り
、
昨
年
の

７
・
８
月
頃
に
コ
ン
サ
ル
会

社
と
共
に
視
察
し
て
い
る
。

　

暗
渠
が
壊
れ
て
い
る
影
響

だ
と
思
わ
れ
る
部
分
も
あ
り
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
と
共
に

再
発
防
止
す
る
よ
う
な
施
策

を
と
っ
て
も
ら
う
よ
う
話
は

し
て
い
る
。

　

費
用
対
効
果
を
考
慮
し
な

が
ら
、
鋭
意
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
が
、
現
在
の
考
え
と

し
て
は
対
策
を
と
り
た
い
。

ＱＡ
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全員協議会全員協議会
３月１８日３月１８日

フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

道
の
駅
構
想
に
期
待

道
の
駅
構
想
に
期
待

　

フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
に
き
は

令
和
８
年
度
に
大
規
模
な
改

修
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る

倶
知
安
―
余
市
道
路
の
仁
木

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
や
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化
し
た

人
々
の
余
暇
に
対
す
る
考
え

方
や
観
光
の
目
的
を
踏
ま
え
、

町
で
は
、
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

に
き
に
付
加
価
値
を
加
え
る

べ
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
し
、
施
設
の
再
構

築
に
向
け
た
協
議
・
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
員
協
議
会
で
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
策

定
し
た
基
本
構
想
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　

子
ど
も
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
る
こ
と
が
有
効
だ
と
考

え
て
お
り
、
せ
っ
か
く
５
億

円
か
け
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
の
で
、
勉
強
し
、
し
っ
か

り
ま
と
め
あ
げ
て
い
っ
て
ほ

し
い
が
、
い
か
が
か
。

　
　

本
町
の
独
創
的
な
観
光

拠
点
に
し
、
ど
こ
か
の
自
治

体
と
似
た
よ
う
な
拠
点
施
設

は
作
り
た
く
な
い
と
い
う
思

い
で
あ
る
。

　

た
だ
、
近
隣
の
余
市
町
や

共
和
町
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
作

り
上
げ
る
が
、
本
町
は
今
あ

る
も
の
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

Ａ

せ
て
、
そ
う
い
っ
た
要
素
を

持
た
せ
る
と
い
う
部
分
で
は
、

軸
が
き
ち
ん
と
確
立
し
て
い

な
け
れ
ば
、
基
盤
の
し
っ
か

り
し
た
観
光
拠
点
に
は
な
り

え
な
い
た
め
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

も
含
め
、
き
ち
ん
と
確
立
し

て
い
く
。

令和６年３月 18 日開催の全員協議会
では農村公園フルーツパークにき再構築
に関する件について協議しました。

ＱＡ

Ｑ
　
　

冬
も
物
が
売
れ
る
よ
う

な
道
の
駅
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

良
い
例
が
ニ
セ
コ
町
に
あ
り
、

開
業
当
初
か
ら
農
家
が
協
力

し
て
く
れ
て
い
る
。

　

他
と
違
う
部
分
を
出
し
て

い
く
中
で
、
何
を
目
標
に
し

て
物
を
売
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

こ
の
町
に
来
な
け
れ
ば

手
に
入
ら
な
い
・
体
験
で
き

な
い
と
い
う
も
の
が
無
く
て

は
な
ら
な
い
。

　

通
年
、
い
つ
来
て
も
魅
力

的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

本
町
な
ら
で
は
の
戦
略
的

な
作
物
と
し
て
他
の
地
域
に

は
無
い
も
の
を
施
策
的
に
取

組
ん
で
お
り
、
そ
う
い
っ
た

も
の
を
提
供
で
き
る
等
の
要

素
が
人
を
呼
び
込
む
カ
ギ
と

な
る
。

　

魅
力
的
な
商
品
づ
く
り
の

た
め
に
地
域
住
民
の
方
を
交

え
て
、
前
向
き
に
考
え
て
い

き
た
い
。
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常任委員会常任委員会

事務調査事務調査

令
和
６
年
２
月
22
日
に
、
翌
23
日
に
落
成
記
念
式
を

控
え
た
仁
木
町
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整

備
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま
し
た
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
供

用
開
始
時
期
が
違
う
の
は
な

な
ぜ
か
。

ＱＡ
　
　

当
初
は
３
月
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
い
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
運
営
主
体
と
打
合

せ
を
し
て
い
く
中
で
、
保
育

園
に
つ
い
て
は
、
現
保
育
園

舎
で
の
最
後
の
卒
園
生
と
い

う
ほ
う
が
園
児
の
記
憶
に
残

　

仁
木
町
す
こ
や
か
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
は
工
事
が
完

成
し
、
備
品
が
納
入
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
供
用
開
始
前
の

状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
、

お
お
き
な
木
に
つ
い
て
は
、

国
の
補
助
を
受
け
て
い
る
事

業
で
あ
る
た
め
、
年
度
内
に

引
っ
越
す
こ
と
で
事
務
的
に

も
経
費
的
に
も
負
担
が
大
き

い
点
、
小
型
児
童
館
に
つ
い

て
は
、
２
名
以
上
の
遊
び
を

提
供
す
る
職
員
を
配
置
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

職
員
の
採
用
や
教
育
、
引
き

継
ぎ
を
考
慮
し
た
点
な
ど
に

よ
り
、
供
用
開
始
時
期
が
異

な
る
こ
と
と
な
っ
た
。

子育て支援施設の完成状況は子育て支援施設の完成状況は

　

調
査
を
経
て
、
仁
木
町
議
会
と
し
て
左
記
の
提
言
書
を
町
側
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

仁
木
町
議
会
総
務
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、
令
和
６
年
２
月
22
日
に
仁
木
町
す
こ
や
か
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
、
以
下
の
３
項
目
の
提
言
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

町
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
提
言
を
尊
重
し
必
要
な
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

１　

施
設
名
の
サ
イ
ン
に
つ
い
て

　
　

表
示
が
小
さ
く
わ
か
り
づ
ら
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
利
用
者
か
ら
の
声
も
聞
き
な
が
ら
、

　
　

柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 提　

言　

書

３　

施
設
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

　
　

施
設
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
、
関
係
者
と
十
分
に
協
議
の
上
、
設
置
の
是
非
を
検　

　
　

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２　

施
設
へ
の
誘
導
表
示
板
に
つ
い
て

　
　

国
道
５
号
に
誘
導
板
の
設
置
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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今
回
の
議
会
報
告
・
意
見

交
換
会
は
、
子
育
て
世
代
に

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
意
見

交
換
を
実
施
す
る
観
点
か
ら
、

仁
木
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方

限
定
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
嶋
田
副
議
長
が

司
会
を
務
め
、
横
関
議
長
の

挨
拶
、
議
員
の
紹
介
、
議
会

活
動
報
告
、
意
見
交
換
の
流

れ
で
進
行
し
、
特
に
意
見
交

換
に
時
間
を
多
く
と
る
構
成

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
場
面
で
は
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見

や
ご
質
問
を
い
た
だ
き
、
実

り
あ
る
議
論
を
交
わ
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
を

今
後
の
取
組
に
活
か
し
、
更

な
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
質
問

議
会
活
動
の
周
知
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
り
、
議
会

の
様
子
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　

　
　

周
知
の
手
段
を
多
く
す

る
こ
と
は
重
要
で
、
需
要
が

あ
る
と
認
識
し
た
。
情
報
の

発
信
に
つ
い
て
の
課
題
と
し

て
、
今
後
議
会
活
性
化
特
別

委
員
会
で
検
討
し
た
い
。

　
　

　
　

ス
キ
ー
場
が
２
年
間
休

止
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

の
１
年
生
に
シ
ー
ズ
ン
券
を

支
給
す
る
事
業
が
止
ま
っ
た

が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ＱＡ貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

Ｑ

ン
後
に
は
、
支
給
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
世
代
の
子
ど
も
達

に
も
支
給
す
る
の
か
。

　
　

　
　

何
か
の
機
会
に
教
育
委

員
会
に
質
問
し
た
い
。　
　

Ｑ

昨
夏
に
は
暑
す
ぎ
て

プ
ー
ル
が
使
え
な
い
日
も

あ
っ
た
。
一
部
に
屋
根
を
つ

け
る
な
ど
、
日
陰
に
な
る
場

所
を
用
意
で
き
な
い
か
。

　
　

歩
く
場
所
の
地
面
が
熱

く
な
ら
な
い
よ
う
な
要
望
は

出
し
て
い
る
。

　

町
内
の
プ
ー
ル
も
１
か
所

に
な
っ
た
た
め
、
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

ＱＡ

子
育
て
世
代
の

子
育
て
世
代
の
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お
こ
と
わ
り

　

ご
意
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ご
質
問
の
一
部
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抜
粋
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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健
太
郎
さ
ん
（
東
町
）

 

⽀
援
が
⼿
厚
く
と
て
も
良
い
と
感
じ
て
い

ま
す
︒
医
療
費
や
給
⾷
費
の
補
助
は
あ
り
が

た
い
で
す
し
︑
保
育
園
が
新
し
く
き
れ
い
に

な
っ
て
︑
⼦
ど
も
は
と
て
も
気
に
⼊
っ
て
い

ま
す
︒

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

上
村
智
恵
子
）

出
産
祝
金
の
拡
充
を

農政による充実したサポートを農政による充実したサポートを

ワ
イ
ン
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
令
和
元
年
5
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
東
京
か
ら
本
町
に
移

住
し
た
福
光
さ
ん
。

　

「
協
力
隊
の
3
年
間
は
、
様
々
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
農
地
を
耕
作
し
始
め
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

有
益
な
時
間
だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

退
任
後
の
現
在
は
醸
造
用
ぶ
ど
う
の
栽
培
と
ワ
イ
ン
の
委
託
醸
造
を
す
る
ほ
か
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
仲
間
と
「
合
同
会
社
仁
木
産
業
振
興
社
」
を
立
ち
上
げ
、
ワ
イ
ン
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

取
組
の
な
か
で
、
仁
木
産
ワ
イ
ン
に
対
し
て
道
外
の
酒
販
店
や
大
手
百
貨
店
か
ら
多
く
の
注
目
が
あ

る
こ
と
や
、
生
産
者
と
の
出
会
い
を
求
め
て
観
光
客
が
産
地
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
等
、
そ
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
さ
に
驚
い
て
い
る
と
福
光
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
仁
木
町
は
他
の
地
域
と
比
べ
て
、
気
候
や
風
土
の
良
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
農
業
一
本
で
食
べ

て
い
る
先
輩
農
家
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
集
ま
っ
て
い
て
、
新
規
就
農
す
る
側
に
と
っ
て
恵
ま
れ
た
環
境
」
と
、

本
町
の
魅
力
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
や
議
会
に
対
し
て
は
、
「
直
近
の
要
望
を
満
た
す
こ
と
も
大
事
だ
が
、
特
に
基
幹
産
業
で
あ
る
農

住住有

輝く町民輝く町民ささんんを紹介！を紹介！

人人まちまちのの

 

⼈
⼝
が
減
っ
て
い
く
⼀
⽅
な
の
で
︑
出
産

祝
⾦
で
１
０
０
万
円
贈
呈
す
る
の
は
ど
う
で

す
か
︒
あ
る
い
は
︑
⼀
⼈
⽬
の
出
産
か
ら
祝

⾦
を
贈
呈
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
︒

 

あ
と
︑
室
内
で
遊
べ
る
場
所
が
欲
し
い
で

す
︒
児
童
館
は
で
き
ま
し
た
が
︑
⼟
⽇
は
使

え
な
い
よ
う
で
す
し
︑
あ
る
程
度
の
⼤
き
さ

の
建
物
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
︒

︵
取
材
・
記
事　

山
内　

健
生
︶

業
を
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
将
来
像
を
描
い
て
欲

し
い
。
例
え
ば
、
自
身
が
苦
労
し
た
部
分
と
し

て
農
地
の
取
得
・
整
備
が
あ
り
、
ワ
イ
ン
に
限

ら
ず
新
た
な
生
産
者
を
増
や
す
た
め
、
農
政
に

よ
る
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
期
待
し
た
い
」
と

の
要
望
も
。

　

町
外
か
ら
来
た
当
事
者
だ
か
ら
こ
そ
、
協
力

隊
員
や
移
住
者
が
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思
え
る

魅
力
的
な
生
活
基
盤
を
用
意
す
る
重
要
性
に
つ

い
て
、
強
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

福
光
さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

連
載
34
回
目
は
、
東
町
在
住
の
林
さ
ん

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
奥
様
と
お
子

さ
ん
２
人
の
４
人
家
族
で
す
。

　

お
仕
事
は
農
業
を
営
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

仁
木
町
の
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
。

　

議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。

　

子
育
て
に
関
し
て
町
に
何
か
望
む
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

 

元
気
い
っ
ぱ
い
で
思
い
や
り
の
あ
る
優
し

い
⼦
に
な
っ
て
ね
︒

　

林
さ
ん
は
本
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
30
代
前

半
で
町
内
に
あ
る
お
父
様
の
農
家
を
継
ぐ
た

め
に
就
農
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
な
お
子
さ
ん
た
ち
の
将
来

を
考
え
た
時
に
、
や
は
り
Ｊ
Ｒ
が
無
く
な
る

こ
と
が
不
安
に
感
じ
る
と
の
こ
と
。

　

私
た
ち
議
員
も
、
有
効
な
公
共
交
通
機
関

の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
参
り
ま
す
。

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止

お
子
さ
ん
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

 

あ
り
ま
せ
ん
が
︑
傍

聴
し
に
⾏
き
た
い
と
思

い
ま
す
︒
先
⽇
も
︑
⼩

学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
の
要
望
書
を
Ｐ
Ｔ
Ａ

か
ら
出
し
た
と
聞
い
て

い
ま
す
︒
そ
れ
が
ど
の

よ
う
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
は
知
り
た
い

と
思
い
ま
す
︒

 

⼦
ど
も
が
い
る
と
議
会
に
は
な
か
な
か
⾏

き
に
く
い
で
す
が
︑
今
度
︑
意
⾒
交
換
会
も

開
催
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
︑
タ
イ
ミ

ン
グ
が
合
え
ば
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒
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